
・
同
規
模
の
都
市
で
あ
る
富
山
市
と
対
比
す
る
と
、

過
剰
人
員
に
つ
い
て
の
処
遇
な
ど
の
取
り
組
み
が

不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る

・
下
水
道
使
用
料
の
誤
徴
収
以
後
、
検
針
・
徴
収
な

ど
の
シ
ス
テ
ム
改
善
を
行
っ
て
い
る
が
、
な
お
改

良
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る

・
老
朽
化
し
て
い
る
八
橋
終
末
処
理
場
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
そ
の
方
向
性
を
早
期
に
取
り
ま

と
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る

・
水
道
事
業
に
余
裕
資
金
が
あ
る
一
方
で
下
水
道
事

業
は
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
が
行
わ
れ
て
お
り
、

公
費
負
担
の
見
直
し
を
、
水
道
・
下
水
道
事
業
統

合
の
相
乗
効
果
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と

思
わ
れ
る

・
固
定
資
産
の
管
理
に
つ
い
て
、
会
計
帳
簿
上
の
記

録
と
個
々
の
資
産
管
理
の
整
合
性
が
乏
し
い
な
ど

全
体
的
に
信
頼
性
が
低
い
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

全
面
的
な
洗
い
直
し
が
必
要
な
状
況
に
あ
る

平
成
20
年
度
の
包
括
外
部
監
査
を
実
施
し
た
澤
田

祐
治
・
公
認
会
計
士(

写
真)

か
ら
、
監
査
結
果
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

包
括
外
部
監
査
は
、
秋
田
市
の
財
務
事
務
が
適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
市
の
組
織
に
属
さ
な
い
独
立

し
た
立
場
の
監
査
人
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
上
下
水
道
局
の
財
務
事
務
や
事
業
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
監
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

い
く
つ
か
の
意
見
・
指
摘
事
項
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

上
下
水
道
局
で
は
、
報
告
さ
れ
た
内
容
を
項
目
ご

と
に
十
分
検
討
し
、
適
切
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

上
下
水
道
局
を

監
査
し
ま
し
た

包
括
外
部
監
査
の
結
果
報
告

監
査
結
果
の
お
も
な
内
容

澤
田
・
包
括
外
部
監
査
人

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
動
物
、
特
に
鳥

類
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
人
に
感
染
し
、
そ
の

ウ
イ
ル
ス
が
、
①
人
の
体
内
で
増
殖
で
き
る
よ

う
に
な
る
②
効
率
よ
く
人
か
ら
人
へ
感
染
で
き

る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
変
化
を
起
こ
し
、
そ

れ
が
人
に
感
染
し
て
起
こ
る
疾
患
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
も
し
、
発
生
す

る
と
容
易
に
人
か
ら
人
へ
感
染
し
、
大
規
模
な

健
康
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
世
界
的

な
大
流
行(

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク)

に
伴
う
社
会
的
影

響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

現
時
点
で
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
発
生
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
過

去
に
は
４
つ
の
大
流
行
が

あ
り
ま
し
た
。

過
去
の
大
流
行

▼
１
９
１
８(

大
正
７)

年

「
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ(

ス
ペ
イ
ン
か
ぜ)

」

＊
５
億
人
が
感
染
、
４
千
万
人
以
上
が
死
亡

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
１
９
５
７
年
「
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

▼
１
９
６
８
年
「
香
港
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

▼
１
９
７
７
年
「
ソ
連
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

予
防
を
心
が
け
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
で

感
染
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
生
活

習
慣
を
見
直
し
、
抵
抗
力
を
つ
け
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。
次
の
こ
と
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
と
備
え
を
万
全
に

現
在
は
発
生
な
し
。

で
も
、
流
行
す
る
と
怖
い

予
防
に
努
め
よ
う
！
　

市
保
健
所
健
康
管
理
課

感
染
症
・
難
病
担
当

☎(

８
８
３)

１
１
８
０

～新型インフルエンザ編

●
人
込
み
を
避
け
、
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着

用
し
ま
し
ょ
う

●
外
出
後
は
せ
っ
け
ん
を
使
い
、
流
水
で
手

を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
う
が
い
も
忘
れ
ず
に

●
室
内
の
湿
度
を
50
㌫
〜
60
㌫
に
保
つ

●
日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
休
養
を
と
り
、
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
た
栄
養
摂
取
を

●
た
ば
こ
を
吸
う
人
は
禁
煙
す
る

●
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
る
！(

次
の
①
〜
③)

①
く
し
ゃ
み
や
咳
を
す
る
と
き

は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と

鼻
を
覆
っ
て
、
周
り
の
人
か
ら

１
㍍
以
上
離
れ
ま
し
ょ
う

②
鼻
汁
や
痰
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
フ
タ

付
き
の
ご
み
箱
へ
捨
て
ま
し
ょ
う

③
マ
ス
ク
は
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う
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65歳以上のかたが対象です。時間
は午前10時～正午。参加無料。直
接会場へどうぞ。
ヨガ教室　３月12日(木)、飯島老人
いこいの家で。動きやすい服装でお
越しください。☎(845)3692
折り紙教室　３月17日(火)、大森山
老人と子どもの家で。筆記用具と包
装紙(あるかた)をお持ちください。

☎(828)1651
ADL体操　３月18日(水)、八橋老人
いこいの家で。動きやすい服装でお
越しください。☎(862)6025

日時／３月16日(月)午前９時30分
～11時30分　会場／雄和体育館　
参加費／無料　定員／先着20人
●申し込み　３月９日(月)午前９時
30分から雄和公民館☎(886)5585

参加無料。直接会場へどうぞ。
日時／３月18日(水)午後２時～４時

会場／八橋地区コミセン体育館
●問い合わせ　八橋吹き矢クラブの
谷口さん☎(867)1219

参加費１回800円。直接会場へ。
対象／おおむね50歳以上のかた
日時／毎週木曜日、午前10時30分
～11時30分　会場／遊学舎　
●問い合わせ　ＮＰＯ法人スポーツ
クラブあきた☎080-3143-5843

参加無料。直接会場へ。詳しくは市
立秋田総合病院へ。☎(823)4171
呼吸教室 慢性呼吸器疾患患者のた
めの日常生活の工夫について医療ス
タッフが話します。
日時／３月12日(木)午後１時～１時
30分　会場／市立病院２階講堂
うつ病教室 「高齢者のうつ」につ
いて医療スタッフが話します。
日時／３月14日(土)午前10時～正
午　会場／市立病院１階外来ホール　

あきた健康管理センターの飯塚政弘
所長が炎症性腸疾患について講演し
ます。医師によるパネルディスカッ
ションも。直接会場へどうぞ。
日時／３月14日(土)午後２時～４時

会場／遊学舎　参加費／無料　　　　
●問い合わせ　難病相談・支援セン
ター☎(866)7754

パーキンソン病の最新治療について
アベ神経内科クリニック(盛岡市)の
阿部隆志院長が講演。希望者は簡単な
診察を受けることができます。無料。
日時／３月15日(日)午後１時30分～
４時30分　会場／秋田赤十字病院
多目的ホール　
●申し込み　全国パーキンソン病友
の会の渡辺さん☎(862)9167

歯科衛生士が歯周病、むし歯などの
相談に応じます。無料。
日時／３月18日(水)午前９時30分
～正午　会場／市保健センター　
●申し込み　市保健所保健予防課

☎(883)1174

寝たきりや認知症のかたなどを家庭
で介護しているかたが対象です。参
加無料。直接会場へどうぞ。
日時／３月27日(金)午後１時30分
～３時　会場／市保健センター　
●問い合わせ　在宅介護者の集い代
表の廣田さん☎(863)0935

健康

● あなたのとなりに
元気な笑顔

健 康

いきいきサロン

成
せい

人
じん

歯
し

科
か

相談
そうだん

在宅
ざいたく

介
かい

護
ご

者
しゃ

の集
つど

い

ユニカール体験
たいけん

教
きょう

室
しつ

大学の医学部・歯学部で、医学教育の最初に行われるのが人体解剖

学です。人体の構造と仕組みを正しく理解し、医療に携わる人間とし

ての心構えと倫理観を学びます。

人体解剖学実習の教材として自分の遺体を無条件・無報酬で提供す

ることを「献体」といいます。「遺体を医学教育と研究のために役立

てたい」と志したかたが生前に献体登録し、死後、その遺志に従って

遺族や関係者によって遺体が大学に提供されるものです。

秋田大学医学部では現在、献体登録を呼びかけています。登録は肉

親者の同意が必要です。また、遺骨が返還されるまで２年程度かかり

ます。登録方法など、詳しくはお問い合わせください。

医学教育と研究のために

炎
えん

症
しょう

性
せい

腸
ちょう

疾患講
しっかんこう

座
ざ

吹
ふ

き矢
や

体験
たいけん

教
きょう

室
しつ

医
い

療
りょう

講演会
こうえんかい

市
し

立
りつ

病
びょう

院
いん

の教
きょう

室
しつ

リズムウオーキングとストレッチ

献体にご協力を

秋田大学医学部白菊会☎(884)6030(学務課内)問い合わせ
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